
〔2〕教科及び教職に関する科目　中学校教諭一種免許状（社会）

第一欄
教科及び
教職に関
する科目

各科目に含めることが
必要な事項 授業科目

配
当
年
次

単位数
共通開設 履修方法等 卒業

要件外
必 選

第二欄

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

日本史・外国史

東洋史概説 1 2 他 全学共通開設

西洋史概説 1 2 他 全学共通開設

日本史概説 1 2 他 全学共通開設

日本の歴史と史料 1 2 同
（高地歴）

江戸東京学 2 2 同
（高地歴）

アジア関係史 2 2 同
（高地歴）

ヨーロッパ政治史 2 2 同
（高地歴）

イスラムの文化と
歴史 2 2 同

（高地歴）

移民論 1 2 同
（高地歴）

地理学
（地誌を含む。）

人文地理学概説 1 2 同
（高地歴）

自然地理学概説 1 2 他 全学共通開設

地誌 2 2 同
（高地歴）

観光地理学 2 2 同
（高地歴）

ラテンアメリカ
地域論 2 2 同

（高地歴）

経済地理学 2 2 同
（高地歴）

都市民族誌 3 2 同
（高地歴）

「法律学、政治学」

国際関係論 2 2 同
（高公民）

平和学 3 2

多文化社会と法 3 2 同
（高公民）

「社会学、経済学」

社会学 1 2 同
（高公民）

社会学説史 2 2 同
（高公民）

カルチュラル・スタ
ディーズ概論 1 2 同

（高公民）
地 域 社 会 と ボ ラ ン
ティア 2 2 同

（高公民）

公共経済論 2 2 同
（高公民）

現代コミュニティ論 3 2 同
（高公民）

地域政策の開発 1 2 同
（高公民）

ダイバーシティ 
社会論 1 2 同

（高公民）

社会調査法 1 2 同
（高公民）

「哲学、倫理学、
宗教学」

環境倫理学 1 2 同
（高公民）

公共の哲学 1 2 同
（高公民）

多文化社会の宗教 3 2 同
（高公民）

※表中の「単位数」欄に「選」とある科目のうちから6単位選択必修

６
単
位
選
択
必
修（
※
）

■ 地域社会学科



教科及び
教職に関
する科目

各科目に含めることが 
必要な事項 授業科目

配
当
年
次

単位数
共通開設 履修方法等 卒業

要件外
必 選

第二欄

教
科
及
び
教
科
の
指

導
法
に
関
す
る
科
目

各教科の指導法
(情報通信技術の活用を含
む。)

中等教科教育法 
（社会・地歴） 3 2 同

（高地歴） ◆

地歴科教育法 3 2 同
（高地歴） ◆

中等教科教育法 
（社会・公民） 3 2 同

（高公民） ◆

公民科教育法 3 2 同
（高公民） ◆

第三欄

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想

教育原理（中・高） 1 2 ◆
教育学概論 1 2 ◆

教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学校
運営への対応を含む。）

教職入門（中・高） 1 2 ◆

教育に関する社会的、制
度的又は経営的事項（学校
と地域との連携及び学校
安全への対応を含む。）

教育の制度と経営
（中・高） 2 2 ◆

幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程 教育心理学（中・高） 1 2 ◆

特別の支援を必要とする
幼児、児童及び生徒に対
する理解

特別支援教育論
（中・高） 2 2 ◆

教育課程の意義及び編成
の方法（カリキュラム・マ
ネジメントを含む。）

教育課程論 （中・高） 2 2 ◆

第四欄

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及

び生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳の理論及び指導法 道徳教育（中学校） 1 2 中学免許のみ ◆

総合的な学習の時間の 
指導法

特別活動・総合的な
学習の時間の理論と
方法（中・高）

2 2 特別活動の指導
法を含む ◆

教育の方法及び技術 教育方法論
（小・中・高） 2 2 ◆

情報通信技術を活用した
教育の理論及び方法

ICT活用の理論と方
法（小・中・高） 2 2 ◆

生徒指導の理論及び方法 生徒指導の理論と方
法（進路指導を含む） 2 2

進路指導及び
キャリア教育の
理論及び方法を
含む

◆

教育相談（カウンセリング
に関する基礎的な知識を
含む。）の理論及び方法

教育相談 （カウンセ
リングを含む） 2 2 ◆

第五欄

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

教育実習

教育実習　
中学・高等学校

（事前事後指導含む）
4 5※

※ 中・高教職免許
取得者は、「教育
実習　中学・高等
学校（事前事後指
導含む）」を必修、
小学校２種免取
得希望者は、「教
育実習　中学・高
等学校（事前事後
指導含む）」及び

「教育実習　小・
中学校（事前事後
指導含む）」を必
修とする。

◆

教育実習　
小・中学校

（事前事後指導含む）
4 5※ ◆

教職実践演習 教職実践演習
（中・高） 4 2 ◆

第六欄 大学が独自に設定する科目
介護等体験実習　中
学・高等学校（事前
事後指導含む）

3 2 ◆

・卒業要件の必修科目との違いに注意すること
・開講学期については履修登録の際に時間割表等で確認すること
・◆の科目は卒業要件外（履修上限単位数にも含まれない）



〔2〕教科及び教職に関する科目　高校教諭一種免許状（地理歴史）

第一欄
教科及び
教職に関
する科目

各科目に含めることが 
必要な事項 授業科目

配
当
年
次

単位数
共通開設 履修方法等 卒業

要件外
必 選

第二欄

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

日本史

日本の歴史と史料 1 2 同
（中社会）

日本民俗学 1 2

江戸東京学 2 2 同
（中社会）

文化財学 3 2

移民論 1 2 同
（中社会）

外国史

東洋史概説 1 2 他 全学共通開設

西洋史概説 1 2 他 全学共通開設

アジア関係史 2 2 同
（中社会）

ヨーロッパ政治史 2 2 同
（中社会）

イスラムの文化と
歴史 2 2 同

（中社会）

人文地理学・ 
自然地理学

人文地理学概説 1 2 同
（中社会）

自然地理学概説 1 2 他 全学共通開設

観光地理学 2 2 同
（中社会）

経済地理学 2 2 同
（中社会）

ラテンアメリカ
地域論 2 2 同

（中社会）

地誌
地誌 2 2 同

（中社会）

都市民族誌 3 2 同
（中社会）

各教科の指導法
(情報通信技術の活用を
含む。）

中等教科教育法 
（社会・地歴） 3 2 同

（中社会） ◆

地歴科教育法 3 2 同
（中社会） ◆

第三欄

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想

教育原理（中・高） 1 2 ◆

教育学概論 1 2 ◆

教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学校
運営への対応を含む。）

教職入門（中・高） 1 2 ◆

教育に関する社会的、制度
的又は経営的事項（学校と
地域との連携及び学校安全
への対応を含む。）

教育の制度と経営
（中・高） 2 2 ◆

幼児、児童及び生徒の心身
の発達及び学習の過程

教育心理学
（中・高） 1 2 ◆

特別の支援を必要とする幼
児、児童及び生徒に対する
理解

特別支援教育論
（中・高） 2 2 ◆

教育課程の意義及び編成の
方法（カリキュラム・マネ
ジメントを含む。）

教育課程論 （中・高） 2 2 ◆

※表中の「単位数」欄に「選」とある科目のうちから14単位選択必修

14
単
位
選
択
必
修（
※
）



教科及び
教職に関
する科目

各科目に含めることが 
必要な事項 授業科目

配
当
年
次

単位数
共通開設 履修方法等 卒業

要件外
必 選

第四欄

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳の理論及び指導法 道徳教育（中学校） 1 2 中学免許のみ ◆

総合的な探究の時間の
指導法

特別活動・総合的な
学習の時間の理論と
方法（中・高）

2 2 特別活動の指導
法を含む ◆

教育の方法及び技術 教育方法論 
（小・中・高） 2 2 ◆

情報通信技術を活用した
教育の理論及び方法

ICT活用の理論と方
法（小・中・高） 2 2 ◆

生徒指導の理論及び方法 生徒指導の理論と方
法（進路指導を含む） 2 2

進路指導及び
キャリア教育の
理論及び方法を
含む

◆

教育相談（カウンセリング
に関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法

教育相談 （カウンセ
リングを含む） 2 2 ◆

第五欄

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

教育実習

教育実習　
中学・高等学校 

（事前事後指導含む）
4 5※

※ 中・高教職免許
取得者は、「教育
実習　中学・高等
学校（事前事後指
導含む）」を必修、
小学校2種免取得
希望者は、「教育
実習　中学・高等
学校（事前事後指
導含む）」及び「教
育実習　小・中学
校（事前事後指導
含む）」を必修と
する。

◆

教育実習　
小・中学校 

（事前事後指導含む）
4 5※ ◆

教職実践演習 教職実践演習
(中・高) 4 2 ◆

第六欄 大学が独自に設定する科目
介護等体験実習　
中学・高等学校 

（事前事後指導含む）
3 2 ◆

・卒業要件の必修科目との違いに注意すること
・開講学期については履修登録の際に時間割表等で確認すること
・◆の科目は卒業要件外（履修上限単位数にも含まれない）



〔2〕教科及び教職に関する科目　高校教諭一種免許状（公民）

第一欄
教科及び
教職に関
する科目

各科目に含めることが
必要な事項 授業科目

配
当
年
次

単位数
共通開設 履修方法等 卒業

要件外
必 選

第二欄

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

「法律学（国際法を含
む。）、政治学（国際政
治を含む。）」

政治学概説 1 2 他 全学共通開設

日本国憲法 1 2 他 全学共通開設

多文化社会と法 3 2 同
（中社会）

法学入門 1 2 他 全学共通開設

国際関係論 2 2 同
（中社会）

「社会学、経済学
（国際経済を含む。）」

社会学 1 2 同
（中社会）

地域社会と
ボランティア 2 2 同

（中社会）

公共経済論 2 2 同
（中社会）

現代コミュニティ論 3 2 同
（中社会）

地域政策の開発 1 2 同
（中社会）

男女共同参画社会論 2 2

社会調査法 1 2 同
（中社会）

社会学説史 2 2 同
（中社会）

カルチュラル・ 
スタディーズ概論 1 2 同

（中社会）

生涯学習概論 1 2

ダイバーシティ 
社会論 1 2 同

（中社会）

「哲学、倫理学、
宗教学、心理学」

多文化社会の宗教 3 2 同
（中社会）

環境倫理学 1 2 同
（中社会）

公共の哲学 1 2 同
（中社会）

各教科の指導法（情報通信
技術の活用を含む。）

中等教科教育法
（社会・公民） 3 2 同

（中社会） ◆

公民科教育法 3 2 同
（中社会） ◆

※表中の「単位数」欄に「選」とある科目のうちから14単位選択必修

14
単
位
選
択
必
修（
※
）



教科及び
教職に関
する科目

各科目に含めることが 
必要な事項 授業科目

配
当
年
次

単位数
共通開設 履修方法等 卒業

要件外
必 選

第三欄

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想

教育原理（中・高） 1 2 ◆
教育学概論 1 2 ◆

教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学校
運営への対応を含む。）

教職入門（中・高） 1 2 ◆

教育に関する社会的、制度
的又は経営的事項（学校と
地域との連携及び学校安全
への対応を含む。）

教育の制度と経営
（中・高） 2 2 ◆

幼児、児童及び生徒の心身
の発達及び学習の過程 教育心理学（中・高） 1 2 ◆

特別の支援を必要とする幼
児、児童及び生徒に対する
理解

特別支援教育論
（中・高） 2 2 ◆

教育課程の意義及び編成の
方法（カリキュラム・マネ
ジメントを含む。）

教育課程論 （中・高） 2 2 ◆

第四欄

道
徳
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

道徳の理論及び指導法 道徳教育（中学校） 1 2 中学免許のみ ◆

総合的な探究の時間の 
指導法

特別活動・総合的な
学習の時間の理論と
方法（中・高）

2 2 特別活動の指導
法を含む ◆

教育の方法及び技術 教育方法論 
（小・中・高） 2 2 ◆

情報通信技術を活用した 
教育の理論及び方法

ICT活用の理論と方
法（小・中・高） 2 2 ◆

生徒指導の理論及び方法 生徒指導の理論と方
法（進路指導を含む） 2 2

進路指導及び
キャリア教育の
理論及び方法を
含む

◆

教育相談（カウンセリング
に関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法

教育相談 （カウンセ
リングを含む） 2 2 ◆

第五欄

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

教育実習

教育実習　
中学・高等学校 

（事前事後指導含む）
4 5※

※ 中・高教職免許
取得者は、「教育
実習　中学・高等
学校（事前事後指
導含む）」を必修、
小学校2種免取得
希望者は、「教育
実習　中学・高等
学校（事前事後指
導含む）」及び「教
育実習　小・中学
校（事前事後指導
含む）」を必修と
する。

◆

教育実習　
小・中学校 

（事前事後指導含む）
4 5※ ◆

教職実践演習 教職実践演習 
(中・高) 4 2 ◆

第六欄 大学が独自に設定する科目
介護等体験実習　
中学・高等学校 

（事前事後指導含む）
3 2 ◆

・卒業要件の必修科目との違いに注意すること
・開講学期については履修登録の際に時間割表等で確認すること
・◆の科目は卒業要件外（履修上限単位数にも含まれない）




